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協和花川昌典さん(26歳）あせる享なく出来る家から順希に取り組みたいと話す漆jllさ人

中
標
津
小
中
学
校
を
卒
業
後
、
将
来
農

業
を
継
ぐ
べ
く
中
標
津
農
業
高
校
、
北

海
道
酪
農
学
園
大
学
に
進
学
。
「
本
格
的

に
農
業
を
継
ご
う
と
思
っ
た
の
は
大

学
に
入
っ
て
か
ら
で
、
勉
強
は
あ
ま
り

し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
全
国
各
地
か
ら

集
ま
る
友
だ
ち
と
知
り
合
え
た
の
が
最

高
の
財
産
。
そ
の
友
だ
ち
と
の
交
流
の

中
で
、
農
業
へ
の
魅
力
が
一
湧
い
て
米
た
」

と
話
し
ま
す
。

そ
ん
な
昌
典
さ
ん
が
農
業
へ
進
む
一

歩
と
考
え
た
の
が
、
海
外
実
習
。
大
学

卒
業
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
ス
リ
ー
ピ
ー
ホ
ロ
ー
牧
場
や

ミ
ネ
ソ
タ
、
ト
リ
プ
ル
Ａ
牧
場
、
エ
ル

ロ
ー
牧
場
の
一
一
農
場
で
一
年
半
あ
ま
り

作し七て'1M}す衛

馥螺繊薦
家11鮭。蝿ｋ'ｉ
花を」盤、
川作牛協鵬'RL､健
稔付凹和い今繋
さけ｝・地つ、将尖
人す頭区歩目米欺
のる￣で進分膿な
艮酪を乳みの望酪
男農飼’'二出描を膿
・畑養約し〈話経

仔中ｈ

始
め
て
い
る
。
ま
ず
基
本
と
す
る
の
は
、

現
状
規
模
で
労
働
〃
を
考
え
た
施
設
化

と
経
営
効
率
。
昨
年
か
ら
フ
リ
ー
ス
ト

ー
ル
を
自
作
巾
で
、
今
年
は
屋
根
を
作

れ
ば
鬼
成
。
こ
の
施
設
一
つ
で
労
働
力

は
グ
ー
ン
と
縮
小
さ
れ
、
効
率
も
ア
ッ

プ
し
た
と
一
一
一
一
［
い
ま
す
。
搾
乳
に
つ
い
て

も
牛
舎
は
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
式
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
す
が
「
パ
ー
ラ
ー
に
す
る
気

は
ま
っ
た
く
な
い
し
、
今
で
も
．
時
間

で
終
わ
る
搾
乳
は
魅
力
。
與
状
規
模
と

施
設
で
最
大
限
の
メ
リ
ソ
ト
を
追
求
し

て
か
ら
新
た
な
事
を
考
え
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
ア
メ
リ
カ
実
習
で
魅

せ
ら
れ
た
環
境
に
、
木
を
柿
え
た
り
、

寛
習
に
入
っ
た
そ
う
で
す
。
「
ｎ
分
の
目

で
ア
メ
リ
カ
農
業
を
確
か
め
た
か
っ
た
」

ラ
’
二
円
葉
の
壁
で
は
悔
し
い
思
い
も
し
た

け
れ
ど
、
大
小
規
模
の
農
場
で
色
々
な

事
を
学
ぶ
事
が
出
来
た
」
と
一
一
一
一
口
い
ま
す
。

帰
国
し
、
家
業
に
就
い
て
二
年
Ⅱ

ｎ
分
の
Ⅱ
で
兄
た
ア
メ
リ
カ
農
業
や
Ⅱ

本
の
新
し
い
農
業
構
想
の
中
で
、
△
し

昌
典
さ
ん
は
自
分
の
農
業
を
組
み
立
て

蜀唾

辮

芝
生
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

趣
味
は
カ
ヌ
ー
。
秋
に
は
結
婚
を
控
え
、

「
二
人
で
カ
ヌ
ー
に
一
栄
っ
た
り
、
熱
い

夏
に
は
芝
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
た
い
」
し

話
す
昌
典
さ
ん
で
す
。

・
・
』
自
分
の
思
う

・
農
業
を

．・・・・組み立てえ．．．
●
●
●
■
●
●
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現在２艇目のカヌーを作成中､仕事も趣味も生かしたし、
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季
節
は
ず
れ
の
大
雪
が
二
度
も
積
も

り
、
春
の
蒔
付
け
が
大
巾
に
遅
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
よ
う
や
く
天
候
の
回
復
も
あ

り
ま
し
た
が
、
六
月
の
桜
の
花
を
見
る

と
い
う
変
異
に
川
来
秋
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
夏
ら
し
い
夏
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

五
月
ｌ
八
日
に
新
し
い
執
行
体
制
が

決
ま
り
ま
し
た
。

組
合
長
、
副
組
合
長
、
一
一
一
委
員
長
、

各
委
員
の
所
属
が
決
定
さ
れ
、
新
た
な

決
意
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
一
一
年
の
任

期
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

私
は
組
合
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
．
新
執
行
体
制
の
役
員
の
方
々
と
共

に
一
一
一
年
間
の
反
省
に
立
っ
て
、
組
へ
日
貝

の
経
営
安
定
、
農
協
事
業
の
発
展
の
た

め
協
力
致
し
ま
す
。

総
会
で
ご
協
議
い
た
だ
き
ま
し
た
様

に
、
を
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
の
清
算
、
解

散
に
つ
き
ま
し
て
は
、
塊
征
関
係
機
関
、

解
決
す
べ
き
課
題
、
目
標
に
向
か
い

一
丸
と
な
っ
て
僻
議
瀧
露
三
友
盛
行

喚
問
業
者
と
交
渉
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
コ
ー
プ
ス
ト
ア
に
つ
い
て

は
総
会
の
意
兄
を
念
頭
に
お
き
、
ス
ト

ア
の
現
況
、
将
来
、
特
別
委
員
会
の
検

討
経
過
な
ど
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
わ

か
り
易
い
形
で
情
報
を
伝
達
し
、
検
討

で
き
る
様
資
料
の
整
備
を
行
な
い
ま
す
。

幹
部
職
員
の
退
職
、
新
入
臓
員
の
就

職
な
ど
も
あ
り
、
機
構
の
一
部
整
備
と

共
に
人
事
異
動
を
六
月
一
日
付
け
で
行

な
い
ま
し
た
。
新
し
い
職
に
そ
れ
ぞ
れ

落
ち
着
く
ま
で
零
千
の
ｎ
時
と
多
少
の

混
乱
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
組

合
員
の
万
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

フ
ー
ズ
の
清
算
、
解
散
に
伴
っ
て
財

務
卜
は
一
か
ら
の
出
直
し
に
な
り
ま
す
。

新
執
行
部
、
人
事
異
動
を
含
め
て
一
一
十

一
仙
紀
Ｈ
指
し
て
心
新
た
に
し
て
、
細

谷
員
の
負
託
に
応
え
る
様
努
〃
致
し
ま

す
。農
家
経
営
で
は
二
○
○
一
年
の
白
川

U席~、

化
の
櫛
協
議
を
大
き
な
口
標
に
し
て
、

営
農
部
の
活
動
の
範
囲
を
拡
充
し
ま
す
。

特
に
相
談
課
職
員
が
現
場
に
川
れ
る
様

に
整
備
し
、
組
合
員
の
現
況
、
実
想
を

十
分
把
握
し
て
、
個
々
の
経
営
に
紺
応

し
い
将
来
設
計
の
た
め
資
金
対
応
、
技

術
柑
談
、
支
援
対
策
を
適
切
に
行
な
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
乳
生
巌
に
お
い
て
は
、
第
二
期
対

策
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
－
分
な
生

産
の
出
来
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
．ま
た
、
長
期
的
に
み
れ
ば
穀
物
価
椿

の
高
騰
と
不
趾
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
｜
層
の
草
地
の
効
率
利
用
を
め
ざ

し
コ
ス
ト
低
減
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

コ
ス
ト
低
減
の
た
め
、
農
家
支
援
対

策
に
積
極
的
に
対
応
す
る
つ
も
り
で
す
。

家
畜
改
良
に
つ
い
て
は
、
開
業
が
増
加

す
る
巾
で
農
家
の
方
々
の
不
安
も
高
ま

っ
て
い
る
中
で
、
八
項
体
制
の
幣
備
と

業
務
時
間
の
拡
大
を
は
か
り
ま
し
た
。

《」

畑
作
に
お
き
ま
し
て
も
、
で
ん
粉
の

価
格
下
落
、
生
産
過
剰
と
い
う
背
景
の

中
で
加
工
部
門
の
閉
鎖
は
残
念
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
畑
作
振
興
対
策
に
取

細
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
二
年
の
柾
期
の
中
で
解
決
す

べ
き
課
題
、
Ⅱ
標
に
向
か
っ
て
役
臓
員

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
組
合
川
只
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

” 



春
耕
期
を
迎
え
た
五
月
に
入
り
再
三

の
降
雪
に
兇
舜
わ
れ
、
更
に
低
温
続
き

の
な
か
、
農
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
、
組

什
員
皆
様
共
々
天
候
の
回
復
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
私
、
こ
の
た
び
、
佐
野
参
事
の

退
職
に
伴
い
、
過
日
開
催
の
理
事
会
に

お
い
て
、
参
事
に
選
任
さ
れ
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
情
勢
に
つ
い
て
は
語
る
に
及
ば

ず
更
な
る
関
税
率
の
引
下
げ
、
農
畜
産

物
輸
入
の
急
増
、
規
制
緩
和
の
影
響
な

ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
、

農
協
運
営
に
つ
い
て
も
先
の
総
会
で
皆

様
に
ご
提
案
を
し
た
、
衣
か
し
べ
つ
う

１
ズ
の
問
題
処
理
ご
提
案
を
戴
き
ま

し
た
生
活
店
舗
ｔ
地
集
績
に
係
る
案
件
、

多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

べ
き
多
く
の
ご
要
望
の
な
か
参
事
の
大

役
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。

新
し
い
役
員
体
制
も
整
い
、
職
員
体

制
に
つ
い
て
は
六
月
一
日
付
け
で
人
事

就
任
の
ご
挨
拶

中
標
抑
町
農
業
協
同
組
合
参
粥

澤
田
折
口
朗

を
一
新
し
、
組
合
員
皆
様
の
期
待
に
添

う
べ
く
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
非
力
な
私
で
す
の
で
組
合
長
を
始

め
全
役
員
の
ご
指
導
を
受
け
、
更
に
組

合
員
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
刀
を
戴
き

な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
前
参
事
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

巾
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
致

し
ま
綴
す
。

毎Fｑ
ﾛ 

新役薑構成決定する
第491m|中標津町農協通常総会において、任

期満「に伴う理事の改選が行なわれ、理事l］

人、監事３人の当選が決定いたしましたが、

５月１８日開催の第４回理事会において新役員

体制が決定されましたのでご案|ノルたします鋼

代表JIi蝶HKlh2i長

副組合長理事

管理購買委員長理事

営農委員長理事

生産委員長理事

代表監事

盛
勝
政
重
信
善

三反

高橋

佐々木

［村

土）|:卜

糖辺

行
義
行
光

伊、
i「

翰密

｜
『
：

』（

Ｖ霞
『

雲`ｉＷｉ

： 

潟

Ｚ 

正

：１１『

鑿鑿
－ 

，つ



今
年
も
一
年
の
生
乳
生
匪
を
左
右
す

る
一
悉
隼
の
収
穫
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
｜
番
箪
は
年
間
粗
飼
料
確
保

量
の
約
六
五
訂
を
占
め
、
調
製
量
は
も

と
よ
り
、
そ
の
品
質
の
良
し
悪
し
が
一

年
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
年
度
以
降
ま
で

影
響
す
る
こ
と
は
侍
の
知
る
所
で
す
。

こ
こ
に
来
て
の
川
安
傾
向
と
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
始
め
と
し
た
穀
類
の
品
薄

傾
向
は
購
入
飼
料
価
格
の
上
弊
を
招
き
、

更
に
値
上
げ
の
気
配
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

価
格
ｋ
界
は
そ
の
ま
ま
所
得
減
少
に
跳

ね
逆
え
り
ま
す
。
そ
の
影
響
を
最
小
限

に
し
、
更
に
は
所
得
増
加
に
転
じ
さ
せ

る
に
は
、
高
栄
養
組
飼
料
を
い
か
に
確

保
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

農
地
を
多
く
所
有
す
る
土
地
利
用
型

酪
農
を
営
む
当
地
こ
そ
、
本
領
を
発
揮

す
る
時
期
に
き
た
と
い
え
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
一
番
章
の
収
磁
調
製
に

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

高
栄
養
組
飼
料
を

い
か
に
確
保
す
る
か

あ
た
っ
て
の
取
り
組
み
ス
タ
ン
ス
に
つ

い
て
奪
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

「
給
与
目
的
に
合
っ
た
粗
飼
料
の
調
製

Ｈ
六
カ
月
齢
程
度
ま
で
の
育
成
牛
に

給
与
す
る
粗
飼
料
調
整

穂
ば
ら
み
チ
モ
シ
ー
主
体
の
一
番

乾
葉
か
二
番
乾
草
が
よ
い
。
（
低
水
分

サ
イ
レ
ー
ジ
で
も
叩
）

従
っ
て
、
真
っ
先
に
調
製
に
か
か

る
。

目
搾
乳
牛
サ
イ
レ
ー
ジ
の
調
製

現
状
の
一
番
草
サ
ィ
レ
ー
ジ
は
、

栄
養
成
分
の
差
が
大
き
い
。

何
故
か

比
較
的
マ
メ
科
率
の
高
い
草
地
〈
乳

酸
発
酵
し
ず
ら
く
、
溶
解
性
タ
ン
パ

ク
高
く
、
ア
ン
モ
ニ
ア
が
多
く
な
り

や
す
い
）
か
ら
収
種
を
始
め
、
マ
メ

科
の
ほ
と
ん
ど
な
い
シ
バ
麦
や
リ
ー

ド
キ
ャ
ナ
リ
１
グ
ラ
ス
の
入
っ
た
草

f涼、

地
（
Ｃ
Ｐ
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
低
く
、
Ｎ
Ｄ
Ｆ

高
い
）
が
鑑
後
に
な
る
傾
向
に
あ
る

た
め
。

そ
の
結
果
、
サ
イ
ロ
毎
や
サ
イ
ロ

内
で
の
栄
養
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
産
乳
塗
や
繁

殖
性
の
低
ｒ
を
柵
い
て
い
る
。

従
っ
て

マ
メ
科
率
の
低
い
地
下
茎
型
イ
ネ

科
雑
草
の
多
い
草
地
か
ら
調
整
を
始

め
る
。
（
倒
伏
に
注
意
）
（
草
種
・
旱
晩

生
が
同
一
の
範
囲
内
で
）

こ
の
こ
と
で
、
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製

の
早
期
開
始
と
サ
ィ
レ
ー
ジ
原
料
の

品
質
の
平
準
化
が
図
ら
れ
、
サ
イ
レ

ー
ジ
の
栄
養
成
分
の
均
質
化
が
期
待

で
き
る
。

曰
乾
乳
牛
用
粗
飼
料
の
調
製

乾
乳
牛
の
給
与
飼
料
小
の
加
里
の

過
剰
や
溶
解
性
蛋
白
が
高
い
場
合
、

乳
熱
、
ケ
ト
ー
ジ
ス
、
第
四
胃
変
位

な
ど
の
生
産
病
を
ひ
き
お
こ
す
恐
れ

が
増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
特
に
分
娩
前
一
一
週
間
に
お
け
る
）

中
で
も
牧
草
は
、
加
里
含
量
が
高

い
の
で
、
水
分
が
高
く
マ
メ
科
牧
草

の
多
い
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
最
も
適
さ

な
い
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
堆
肥
や
加
里
肥
料
の
施

擢囚黙

用
量
の
少
な
い
、
マ
メ
科
牧
草
の
で

き
る
だ
け
無
い
圃
場
か
ら
乾
乳
牛
用

の
乾
草
、
ま
た
は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
を

確
保
す
る
。
（
し
か
し
、
刈
遅
れ
て
は

い
け
な
い
）

ニ
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
を
で
き
る
だ
け

良
い
も
の
に
す
る
調
製
作
業

Ｈ
’
零
前
後
に
細
断
さ
れ
、
き
れ
い

な
切
り
口
に
な
る
よ
う
刃
の
調
製
や

箱
形
ウ
イ
ン
ド
ロ
ー
作
り
を
徹
底
す

る
。

口
サ
イ
ロ
仕
上
げ
期
間
の
短
縮
と
鎮

圧
を
徹
底
す
る

『
例
と
し
て
、
ワ
ン
マ
ン
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
を
導
入
し
、
『
人
作
業
は
可

能
に
な
っ
た
が
、
サ
イ
ロ
仕
上
げ
期

間
の
廷
長
、
鎮
圧
不
足
に
よ
り
導
入

前
よ
り
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
が
低
下
し

た
例
が
見
ら
れ
る
。

ロ
添
加
剤
へ
の
過
度
な
期
待
や
最
初

に
添
加
剤
あ
り
き
と
い
っ
た
調
製
を

し
な
い
。

サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
の
原
則
（
水
分

調
製
・
細
切
・
鎮
圧
・
早
期
密
封
）

に
勝
る
良
薬
無
し
。

｜
｜
｜
、
寝
不
足
・
二
日
酔
い
・
夫
婦
ゲ
ン

カ
は
事
故
の
も
と
。

健
康
管
理
に
努
め
計
画
的
な
調
製

作
業
を
行
な
う
。

‘ 



乳
牛
の
優
美
さ
と
改
良
の
成
果
を
競
う
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改

良
協
議
会
（
弾
正
原
正
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
平
成
八
年
根
室
ブ
ラ

ッ
ク
＆
ホ
ワ
ィ
ト
シ
ョ
ウ
が
五
月
十
九
日
、
ホ
ク
レ
ン
家
畜
市
場

に
て
久
し
ぶ
り
の
青
空
の
も
と
開
催
さ
れ
、
根
室
管
内
各
同
志
会

よ
り
乳
牛
百
一
一
一
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

晶胸＿ 根
室
管
内
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

に可

と
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
か
ら
も
二

十
三
頭
が
出
品
さ
れ
、
改
良
の
成
果
左

競
う
と
共
に
、
前
夜
祭
、
共
進
会
を
通

じ
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、
交
流
の
場

と
し
て
も
有
意
義
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所

指
導
営
業
課
長
・
山
口
寿
典
氏
が
当
た

り
、
一
部
か
ら
ト
ー
部
（
今
年
よ
り
乾

乳
は
廃
止
）
ま
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ

管
内
か
ら

１
Ｏ
Ｓ
頭
出
品 /電ｈ

山口氏の審査で行なわれた共進会

ＪＡ中標津上位入賞牛（上位３位）

３部１位エクセルシアパリアントエ')－久保Ｍｌｌ
４部３位ヒンペルフアームブリンセスビーナス・佐々木昭雄
５部３位エクセルシアジェービーエコー久保剛
７部１位サイドパレースノーブーツフオルテシモ横|l」千秋
８部］位ウイステリアエンプレスベッシーリliilIi原正

９部１位エクセルシアナイスエコーバーブ久保剛
]0部２位ローマンデールクリスチナマリー川村尊之

１１部２位カウンテスレディマークビーゼ今井端精
12部２位マヅクスエレベーションスター弾正原ｊｌＺ
リザーブインターミデイエイトチャンピオン

ウイステリアエンプレスベッシーリiii正原正

プレシアエキジピター久保剛牧場

的
確
な
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
デ
ー
リ
ー
ウ
ー
ド
プ
リ
ン

セ
ス
ア
ラ
ィ
ア
ン
ス
号
（
加
藤
真
純

氏
）
、
ジ
「
’
一
一
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
ロ

メ
オ
ク
リ
ス
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
号
（
草
野
孝
氏
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

ク
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チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
が
大
切

ファ

盤
一一一一

俵緬

霞西ijii1i1j
江きん

；昭和23年８月７日、中春別美

ｉ原出身。

ｉ美原中学校卒業後、根室の会

；社に３年半勤めた後、家業で

；ある酪農業を手伝う｡20歳で、

ｉ結婚し中標津へ｡現在､乳牛約

ｉ５０頚を飼養する酪農専業農家。

；祖母、ご主人の３人家族。
▲●ｐ■●●●■■■■白●dＱＯＯ●▲●■■■■ｂ●●●■●､●｡●■●■■■■■●●●●■

`巴包、

自分にあった趣味を見つけて楽しむ事と話す大西さん

〈
１
年
、
女
性
部
の
役
員
と
な
り
活
鍬

が
期
待
さ
れ
る
人
西
さ
ん
。

七
年
前
か
ら
は
じ
め
た
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
は
プ
ロ
級
の
腕
前
。
趣
味
と
い
う
よ

り
も
今
で
は
、
厩
Ⅱ
の
Ⅱ
課
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

も
と
も
と
姉
め
た
き
っ
か
け
は
、
地

区
の
な
か
で
共
通
す
る
趣
味
が
あ
れ
ば

と
思
い
ｎ
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
習
い
、

周
り
の
人
に
も
声
を
か
け
た
そ
う
で
す
。

「
好
き
な
事
に
対
し
て
は
、
ど
ん
な
に

忙
し
く
て
も
、
取
り
組
め
る
の
」
と
言

い
ま
す
。
「
よ
く
忙
し
く
て
何
も
で
き
な

い
と
か
、
何
か
や
り
た
い
け
ど
見
つ
か

ら
な
い
と
い
う
人
が
い
る
け
ど
、
ま
ず

は
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
な
。

そ
の
中
で
き
っ
と
自
分
に
あ
っ
た
趣
味

が
見
つ
か
る
は
ず
」
と
、
忙
し
い
中
に

あ
っ
て
も
、
自
分
自
身
、
楽
し
め
る
も

の
が
あ
る
事
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

女
性
部
の
活
動
に
お
い
て
も
、
部
員

の
み
ん
な
に
「
何
か
を
始
め
て
み
た
い
」

と
思
わ
せ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る

よ
う
な
活
動
が
で
き
れ
ば
、
と
意
欲
的

で
す
。

ご
主
人
の
英
明
さ
ん
も
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
を
趣
味
と
し
て
お
り
、
家
族
み
ん

鐸亀

な
資
格
を
取
得
し
て
い
る
そ
う
・

家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
み
を
持
ち
、

熱
中
で
き
る
環
境
で
あ
る
事
に
も
、
感

謝
し
て
い
る
と
話
す
ふ
み
江
さ
ん
で
す
。

農
村
に
暮
ら
す
女
性
と
し
て
、
今
ふ

み
江
さ
ん
が
答
え
る
事
は
食
生
活
に
つ

い
て
。
「
輸
入
も
の
の
恐
し
さ
や
、
農
薬

に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
と
女
性
は
知

る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の
中
で
、
農
村

女
性
と
し
て
自
給
自
足
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
な
経
営
が
で
き
た
ら
最
高
」
と

こ
れ
か
ら
の
夢
も
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
不
す
べ
て
含
め

て
も
基
本
と
な
る
の
は
、
や
は
り
自
分

ｎ
身
と
家
族
の
健
康
が
一
番
‐

「
こ
れ
か
ら
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
明
る
く
話

す
大
西
さ
ん
で
し
た
。

;舌勁のきっかけづくりに意欲的なふみ江ざ人

ｲチ



去
る
五
月
十
日
Ｉ
十
二
日
に
か
け
て
、

’
一
泊
三
日
の
乳
牛
改
良
同
志
会
婦
人
研

修
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
去
年
か
ら

の
夢
（
？
）
で
、
や
っ
と
二
泊
が
実
現
い

た
し
ま
し
た
。

出
発
の
朝
は
、
前
夜
か
ら
の
季
節
は

ず
れ
の
雪
で
飛
行
機
は
飛
ば
な
い
の
で

は
な
い
か
と
、
半
分
あ
き
ら
め
て
い
た

の
で
す
が
、
誓
段
の
行
な
い
の
良
い
人

ば
か
り
で
遅
れ
る
事
も
な
く
機
上
の

人
と
な
り
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
ず
十

何
年
ぶ
り
で
汽
車
に
も
乗
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
車
窓
か
ら
見
る
景
色
も
道
南

方
面
は
一
足
早
く
〃
春
”
に
な
っ
て
、

緑
餌
濃
く
日
の
保
養
に
も
な
り
ま
し
た
。

乳
牛
改
良
同
志
会

婦
人
研
修
に
参
加

し
て

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
 

遠
藤
照
子
（
俣
落
）

<＝ そ
の
夜
、
念
願
の
函
館
山
の
夜
景
彩

兇
に
登
っ
た
の
で
す
が
、
項
ｋ
は
突
風

と
寒
さ
で
そ
こ
そ
こ
に
お
り
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
の
寒
さ
の
お
か
げ
で
途

中
か
ら
見
る
夜
の
函
館
は
最
高
で
し
た
。

原珂

(、
沢山の思い出を作った函露研修

酪
対
開
陽
支
部
毎
年
好
例
行
事
の
一

つ
で
あ
る
、
春
の
研
修
会
が
五
月
二
十

一
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
Ⅱ
目
は
貸
切
り
バ
ス
で
、
（
も
ち
ろ
ん

か
わ
い
い
ガ
イ
ド
さ
ん
付
き
で
し
た
）

あ
ち
こ
ち
案
内
し
て
も
ら
い
、
私
達
は

一
足
早
く
満
開
の
桜
も
見
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
心
お
き
な
く
参
加
で
き
る
の

も
留
守
を
し
て
く
れ
る
ご
主
人
様
、
子
供

様
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
来
年
は
ど
こ
に
行
く
の
か

を
Ｉ
？
。

釧
路
動
物
園
へ
の

研
修
会

元
気
な
ト
ラ
が
現
わ
れ
る
Ⅳ

酪
対
開
陽
支
部

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
 

鐸司

昨
年
は
道
中
雪
に
兇
嫌
わ
れ
、
何

と
今
年
は
、
小
雨
の
中
の
研
修
旅
行
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ

ス
は
満
席
と
な
る
程
の
参
加
荷
と
な
り
、

一
行
は
釧
路
動
物
隅
へ
と
川
発
。

今
年
の
悪
天
候
の
せ
い
か
、
動
物
達

も
体
を
す
く
め
て
い
た
様
に
見
え
ま
し

た
〕
し
か
し
、
パ
ス
の
一
行
は
動
物
達

と
は
裏
腹
に
、
天
気
祭
り
も
兼
ね
て
か
、

人
変
綴
り
上
が
り
、
何
と
動
物
園
で
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
元
気
な
ト
ラ
も
塊
北

た
と
か
？
？
？
．
…
・
・
・

運
幅
干
も
び
っ
く
り
し
た
の
か
、
帰

り
道
が
迷
い
道
と
な
り
ま
し
た
が
、
楽

し
い
一
口
と
な
り
、
無
事
研
修
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

詮1糞聖F戸

参加した皆さん楽しそう､元気なトラはどニでしょう?

夕



地
域
交
流
の

牛
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

瀞￥￥￥學

斗
斗
斗

各
地
区
の
畜
牛
品
評
会
が
五
月
二
十

七
日
、
俣
落
地
区
を
皮
切
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
畜
牛
品
評
会
は
、
各
地
区
の
酪

農
対
策
協
議
会
が
主
催
す
る
も
の
で

農
繁
期
前
の
地
域
の
牛
ま
つ
り
と
し
て

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

品
評
会
の
中
で
は
、
乳
牛
改
良
の
勉

強
の
場
と
し
て
ジ
ャ
ヅ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
（
自
分
で
牛
の
順
位
付
け
を
す
る
）

を
行
な
っ
た
り
、
地
域
親
睦
の
巾
で
楽

し
い
ゲ
ー
ム
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
焼
肉
を
囲
ん
で
の
地
域

交
流
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
品
評
会
上
位
人
賞
牛
は
次
の

通
り
で
す
。`p＝凡

趣
向
を

凝
ら
し
た

ゲ
ー
ム
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

汁

） （ 第47回俣落地区畜牛品評会 ５)-127日出品総煎数31頭
大口紀視氏（ＨＬＩＡ）

|Ⅲ催｢［
審査員

1等営入賞牛

識一部

首出品者二宅

遠藤昭男ウォールナッツエレベーションチャージスターレッドＩ 

磯兇腿チュンキーハーネストアパッチ’ 

ＪＣ Ｒチュンキーローテートクリス Ⅲ 

猿､

真部鯨オードリマジェール４ 

i朧111晋ピーターチェビーシーラスト目

-上村龍光 ＣＣ ６アラィァンスパークアンテシペーション

藤'１１１Ｗ７ニスクオリィトリプルコディ

） （ 第29回第２俣落地区畜牛品評会 |；１１朧ｌ１６Ｈｌ「］｝''111,1,総頭数31頭
審盗虹人'１紀槐氏（ＨＬｌＡ）

各部１等賞入賞牛

邑
同

出品者号名部

IIii正原Ｊ１；Ｉサニーデールフローカースター

ＧＣ ２１サニーデールアールチェブローカーマリア Ⅲ 

川村蛎之３１リパービレヅジエレベーシヨンジヨイＥＴ

富沢頁 ＲＣ ４ティーエムカウンテスブローカー

横ｌ１１Ｔ－秋５ポニーエルムスレイダージエノア

グノク

部 名号 出品者 賞

ウォールナッッエレベー.シ二Ｊンチャ・－ジスターレッ|ミ 遠藤昭男

チュンキーハーネス:、アパ チ 鷲兇他

チュンキー画一テー・トクlノ ＪＣ 

オーI写りマジェ・‐ル 真部愈

ピーターチェピーシーラス 藤111晋

アラィァンスバ･クアンプ ペーション z村繭)上 ＧＣ 

７ ごニスクオlノィトリプルコデ 藤１１１晋

各部１等営入営牛

部 名号 出品者 賞

サニ･‐デールフ・ロ・‐カースター‐ lIim[源正

２ サニー･デールアールチェブ｢ゴー･カーマ:ﾉア ＧＣ 

３ リバー(ざレッジエレベー．シ三ﾖンジヨイＥ毎 jI1材醗之

４ ティーヱムカウンテスプロ・‐カー 富沢叉 ＲＣ 

５ ポニーs〒.ルムスレイダー・ジニノア 横ｌｌｌＴ秋

冬郊１篝営'入営牛
審盃風人'１紀槐氏（IILlA）



（ ） 第27回武佐地区畜牛品評会
開催Ⅱ
審査員

６月１日出品総頭数24頭
若原亮氏各部１等曽入営牛

部 名 号 出品者 賞

ｌリラレクショシスターダストメモリー 舟橋,信一

２エコーオーシンクオリティ 睨雫光一

３ゴールドクリスチナジェ､，ド 工|朧Ｉ賢司 IＣ 

４ユリアナビーマスターチャフ゜ター 真野一美ＳＣ

５スパートリフ・几エクセレス =ヒル上浩二ＲＳＣ

レデイプレリユードスパーブＥＴ舟橋‘信一ＲＪＣ

（ 

、
ノ第27回俵橋地区畜牛品評会

開催日
審査員

５月30日出品総頭数23頭
蓉膜議氏（ＨＬＩＡ）各部１等営入営牛 序認刊

部 名
ロ戸

出品者 賞

１１リバーマークスジエド ｢川原政市

２アースイーストアスタードニール 佐々木昭雄

３アースイーストイーグルブローカー ＩＣ J１ 

４ヒンペルファームプリンセスビーナス ｢」

ｎ
℃
 ソフ蟻リンローテートフ･リンセス 福lllM3寿顕

８ ヒンペルローズセルティヅクパリアント ｢hl;」忠雄ＧＣ

７ マネーチャイルドドニーノレジャスティン 佐々木1Ｗ雄

（ 

、
ノ第47回中標津地区畜牛品評会

開催１１
審査員

６H2BiLll1,1MJ総頭数23頭
遠藤正彦（ＨＬＩＡ）各部１等嘗入営牛

部 名 号 出品者 賞

ｌエクセルシアゴールド 久保剛

ワ エクセルシアフ鋼リジット '』

点g、

： マドキャップグレンデールインデアン 様千秋

４レスポワールバロアーミリージャック '１'11部文雄

５レスポワールミスティフレアリーブローカー Ｃ（ J１ 

５ポーテージブローカースイート 久保Ｍｌｌ ＲＣ 

（ ） 第44回開陽地区畜牛品評会
l)HIlli4[」
糯盗、

６月４１」ｌｌＷｒ総頭数１９頭
ｲrlI1誠氏（ＨＬｌＡ）各部１等賞入賞牛

部 名 号 出品者

巴
亘

１アライアンスジャスティンエース 斉須十,1Ｍ月

２フイニイスターダムカレーニナ 今井端清

（
『
」 カウンテスレディアストロアンナ ＩＣ 『Ⅱ

４ カレントパワーセルティ 笠ル‐路

５ ネザーランドマクベスヤナギ 斉藤一美 旧（、

ダダ

部 名号 出品者 賞

ﾘフレクションスターダストメモリー 舟橋,信一

寸一,‐・オーシンクオ'ノティ,-.-Ｊ 児jli光・‐

ゴルドクリスチナジェット
I. 

I:}慨賢司 ＪＣ 

ユリアナビー・マスタ､－チャプター 真野・美 Ｓｃ 

スパー・トリプルエクーiぞレス {づ|:上洗Ｚ ＲＳＣ 

部 名号 出品者 賞

リバーマークスジエト ]ﾔﾉ[1原政':１１．

ア・スイーストアスターードニ・ル 佐々木昭雄

アースイーストイ･－グル、ブローカー ｊＣ 

ヒンペルファームフ獣リンセスビーナス

ソブリン［?－テートフ･リンセス 橋''鳴寿顕

ヒンペルローズセルラニィヅクパ:ﾉアント １１１１寸忠雄 (：Ｃ 

７ マネーチヤイルドドニルジャスティン IｿE々木1W雄

部 名号 出品者 賞

ニクセルシアゴールド 久保剛
２ エクーizルシアブリジット

ａ マドキヤップグレンデ･-ルインデアン 森千秋

４ レスボワールバロア-.ミリ…ジャック lj11J部文

５ ﾚスボワーールミスティ゛プレアリ・‐プコーーカー ＧＣ 

５ ポーテージブrzJ-カー‐スイート 久保｜MＩＩ ＲＣ 

部 名号 出品者 賞

アラ アンスジャスティンエ・・ス 斉須1,1『志

２ ブイ イスターダムカレ．．:-.ﾌﾟー 今:１F靖情

３ カウ テスレディアストロアンナ ＩＣ 

４ カレントパヮーーセルティ 笠,ゼニー路
￣ 

し、

仏幻 ネザ･‐ランドマクベスヤナギ 斉藤一美 ＧＣ 



繧試

両部で力を合わせ行なったいも植え作蒙
大
変
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
午
前

中
に
は
予
定
さ
れ
た
面
積
の
イ
モ
植
え

を
完
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
焼
肉
を
囲
ん
で
の
交

流
会
が
行
な
わ
れ
、
両
部
員
と
も
出
来

秋
を
期
待
し
伯
爵
ま
つ
り
成
功
に
向
け

て
の
話
し
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

五
月
中
旬
に
は
二
回
も
雪
が
降
る
な
ど

蒔
き
付
け
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
気
洲
も
グ
ー
ン
と
上
昇
、
今
年

一
番
の
慌
天
と
な
り
ま
し
た
．

イ
モ
植
え
で
は
、
二
台
の
プ
ラ
ン
タ

１
に
四
人
ず
つ
八
人
が
乗
り
込
み
、
一

つ
ず
つ
丁
寧
に
作
業
を
、
中
に
は
初
め

て
体
験
す
る
部
員
も
い
て
、
「
手
が
追
い

つ
い
て
行
か
な
い
、
目
が
Ⅲ
る
」
な
ど

期
待
し
て

緑色ｈ

労働のあとの焼肉、ビールは最高／

、

平
成
七
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販
売

状
況
は
、
四
月
未
仮
配
分
累
計
一
袋

当
り
五
行
五
１
八
円
（
前
年
同
期
一

千
十
六
Ⅲ
）
と
前
年
よ
り
川
行
Ⅱ
卜

八
Ⅲ
、
．
嗽
価
に
よ
る
進
度
率
は
前
年

比
価
五
訂
と
前
年
同
期
を
下
廻
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
産
地
倉
渡
し
二

千
七
百
一
一
十
五
円
～
二
千
百
一
一
十
五

円
（
前
年
二
千
八
百
一
一
十
五
円
～
二

千
三
百
一
一
十
五
円
）
、
東
京
倉
渡
し
一
一

千
几
百
二
十
五
円
’
’
’
’
千
町
目
流
１

Ⅲ
（
前
年
一
一
一
千
一
一
十
五
円
～
二
千
四

百
五
十
円
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
馬
鈴
し
よ
と
競
合
す
る
コ
ー
ン

ス
タ
１
チ
は
、
前
年
同
期
と
同
じ
一

千
九
行
五
卜
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〆
、

ノ

グ’



第
二
十
四
回
農
協
酷
対
通
常
総
会
並

び
に
乳
検
組
合
通
常
総
会
が
去
る
五
月

Ｉ
四
Ⅱ
、
農
協
会
議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

酷
対
総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
議
案
全

て
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
良
質
乳
対
策

で
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
乳

の
広
域
流
通
や
地
域
銘
柄
を
確
立
し
て

第
刈
回
農
協
酷
対
通
常
総
会

並
び
に
乳
検
組
合
通
常
総
会
が
終
る

■ 

い
く
必
要
か
ら
、
更
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

乳
検
組
合
の
総
会
で
は
、
議
案
全
て

が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
二
○
○
｜
年
以

降
の
乳
製
品
完
全
自
由
化
を
踏
ま
え
、

検
定
成
績
の
活
用
を
進
め
、
体
質
強
化

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

俘可

乳検組合組合長に高橋勝義氏

な
お
、
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期
に

あ
た
り
ま
す
が
、
几
月
卜
八
日
開
催
の

第
四
回
農
協
埋
事
会
に
お
い
て
組
谷
長

に
高
橋
勝
義
氏
、
副
組
合
長
に
上
村
雨

光
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

U兵gRh

良質乳対策などが議論された酷対総会

四
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
研
修
も
五

月
十
七
日
に
終
わ
り
、
農
協
職
員
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
に
入
り
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
は
新
採
用
脅
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
農
協
職
員
と

し
て
の
駿
礎
的
形
成
を
重
点
に
研
修
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。

農
協
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
外
兄
だ

け
し
か
知
ら
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、

こ
の
研
修
は
農
協
と
い
う
組
織
活
動
、

概
念
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
現

在
農
協
、
組
谷
員
が
抱
え
て
い
る
問
題

に
も
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
研
修
で
集
ま
っ
た
人
達
と

も
知
り
合
う
事
が
川
来
、
人
変
収
穫
の

あ
っ
た
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は

研
修
で
得
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
、
農
協
、
組
合
員
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

研
修
を
終
え
て

進藤宏陽
(畜産販売課肉牛消流係】

ズグ



鰹
瘻
陰の
経
一
過
一

開
催
Ⅱ
時
平
成
八
年
五
月
八
日

開
催
場
所
巾
標
津
町
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

『
平
成
七
年
度
北
海
道
酪
農
体
廼
強

化
事
業
の
使
途
に
つ
い
て

一
、
平
成
八
年
度
北
海
道
農
業
元
気
作

り
事
業
の
夷
施
に
つ
い
て

以
上
、
原
案
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
役
員
報
酬
に
係
る
協
議
に
つ
い
て

二
、
店
舗
用
地
の
土
地
集
積
に
係
る
協

議
に
つ
い
て

開
催
日
時
平
成
八
年
五
月
十
一
八
日

開
催
場
所
中
標
津
川
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

「
代
表
理
事
組
合
長
の
選
任
に
つ
い

て
、
三
友
携
行
理
事
が
代
表
理
事
組

谷
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
理
事
会

第
四
回
理
事
会

■
肘
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｌ
８
Ｐ
Ｂ
Ｅ
伊
岸
■
］
』
・
ロ
日
日

二
、
訓
組
〈
、
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
高

橋
勝
義
理
事
が
副
組
合
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

’
’
一
、
部
門
専
門
委
員
会
の
委
員
長
並
び

に
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

管
理
購
買
委
員
長
佐
々
木
政
行
理
事

営
農
委
員
長
上
村
重
光
理
事

生
瀧
委
員
長
土
井
と
信
一
理
事

以
上
の
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
代
表
監
事
の
選
任
の
報
告
に
つ
い

て
、
渡
辺
善
行
監
事
か
代
表
監
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
、
関
係
機
関
並
び
に
関
係
組
織
へ
の

委
員
、
役
員
な
ど
の
選
任
に
つ
い
て

・
中
標
津
町
農
業
委
員
中
浦
埋
事

・
農
協
酷
対
委
員
三
友
組
〈
、
良
、
高

橋
副
組
合
長
、
土
井
上
生
産
委
員

長
、
川
村
理
事
、
土
井
上
監
事

ｏ
農
協
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
令
役
其

上
村
営
農
委
員
長
、
中
村
理
事
、

藤
井
監
事

○
㈲
フ
ァ
ー
ム
・
エ
イ
取
締
役

高
橋
訓
組
合
長
．
長
正
路
理
事

ｏ
農
協
税
対
策
委
員
会
委
員

巾
可
理
事

○
中
標
津
乳
牛
検
定
組
合
運
営
協
議
会

委
員
上
村
営
農
委
員
長
、
巾
司
理

事
、
川
村
理
事

2Ｆ二、

○
農
協
結
婚
対
策
協
議
会
委
員

藤
井
監
事

以
肚
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
退
任
役
員
退
任
参
事
の
感
謝
状

並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

原
案
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

七
、
平
成
八
年
度
の
各
理
事
、
各
監
事

の
報
酬
額
配
分
に
つ
い
て
、
平
成
七

年
度
と
同
額
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

八
、
退
任
役
員
に
対
す
る
退
任
慰
労
金

の
支
給
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定

致
し
ま
し
た
。

几
、
平
成
八
年
度
の
余
裕
金
預
け
先
の

決
定
に
つ
い
て
、
釧
路
商
工
信
用
組

合
巾
標
津
支
店
が
新
た
に
預
け
光
と

し
て
決
定
致
し
ま
し
た
。

十
、
下
成
八
年
度
の
借
入
最
高
限
度
額

の
決
定
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定

致
し
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

「
家
畜
共
進
会
の
Ⅱ
程
に
つ
い
て

二
、
長
期
共
済
推
進
Ⅱ
程
に
つ
い
て

開
催
日
時
平
成
八
年
五
月
『
十
四
日

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

第
五
回
理
事
会

鷹塑■

「
参
事
の
選
任
に
つ
い
て

新
参
事
に
鶴
田
蒲
刈
管
理
部
長
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

芒
、
制
度
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
、
原

案
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
．

〈
協
議
事
項
〉

『
牛
活
店
舗
用
地
に
係
る
宗
形
氏
と

の
協
議
に
つ
い
て

二
、
フ
ー
ズ
清
算
に
係
る
進
捗
状
況
に

つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
平
成
し
年
度
畜
産
公
社
営
業
報
告

及
び
平
成
八
年
度
と
齋
集
荷
計
画
に

つ
い
て

二
、
平
成
八
年
度
五
月
生
乳
生
産
実
績

に
つ
い
て

グ學



(係)天野純、今野穀、瀧湯幾久栄、加藤圓恵、高原佳子
(准>福嶋美佳

(係)石橋照雄、安住李子、、村早恵子、石壕真貴、阿部春美

「Ｌ筐星雲霊ヨーー壁理雪係長
西村堅一金子共一

ｺ金融係長

奥田哲

司会融共濱言毎斗－函;正三
新井澄雄長尾勝博

管
理
部
長
‐
｜
乾

Ｆ
仏
佳
魍
陰
吟
麟
・
」
一
参
裏
‐
Ｊ
羅
田
哲
朗

機
構
図
と
職
員
配
置
図
［
剛
」
口
鬮
］
’
二
旗
鑛
掃

(主任)堀、敏男

１－－ 

賊べ學ﾌ塾ｽ(側趨i司’
共済係長

森重初男

(係)阿部好則（砿)白1階瑞枝

信

理部付
ぺっブースW;b卍

八
平
成
八
年
六
月
一
円
発
令
ｖ

（部長)南ＩＨＩ昭底

戸|遥営相談課長閂経営相談係長
佐藤徹河内谷義一
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縄⑤
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(主任)片岡義仁〈係)千葉亘子、大隅志明、進藤宏陽
行田洋子

(係)波辺邦夫、小田原貴志〔准)星野恵始（パート)栗栖千春

(主fF)長渕義男（係)服部寛昭

(主任)佐々木修（係)保,ドト鯵、竹内剛、田中真由美
門IHI巳智予
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一匹産寳材係長
高嶽|;男
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板倉信康佐賀誠治

ニー羅彌所係長
長沼徳篇小松一男

一匹肩店舗諄夏-倍｢iZ7-誌係長
池田消和後藤正之

(主任>麻郷地忠則（ｉｌｋＪ渡辺邦子

(主任)坂H1茂夫、松木浄治【休職中】（係)久保功一、森喜与人
(ilj)涜名棋史、栗柄佳津美、武H]早苗．西根真希、田ロ麻佐子
佐藤裕美、佐々木美紀

購
買
部
長

(主任)中濠利勝（係)大内和人、広祷孝子、今井散
宮、義男、金田優子、角|､睦巳、飯野房子、ｌⅡ村由佳
河合はるみ、佐藤標、池、奈緒美
(朧)111本修子、伊東忠:理香、遠野由紀了.、三浦尚美
佐藤恵利、横Ⅲ美代志、長谷部美穂、相澤朋香、佐藤信恵
(パート]上ケ島美,代子、ｍ中レイ。、佐藤ふじ子、秋山季子

関谷真知子、白石マヴエ、化尾美波子、佐藤悦子
武石順子、大山祐子、手塚ひろ子、千乗うめ子
沖l｣夏子、松本美智子、千業二千代、鎌田好子
一'百藤京子、煙藤孝子、乗上マキ、北山すみえ
友貞麗子、小原ハマ子、谷紀美子、山本美智了
大平道子、近藤直子、竹川春子

飯
島佐

市

人事異動者
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組
合
員
の
皆
様
に
は
、
天
候
不
順
で

何
か
と
、
ご
多
川
な
日
々
を
送
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
こ
と

Ⅲ
月
三
十
日
を
も
っ
て
、
長
年
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
農
協
を
定
年
退
職
致
し

ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
二
１
九
年
に
中
標

津
川
農
業
共
済
組
合
に
奉
職
し
、
昭
和

三
十
五
年
六
月
、
中
標
津
町
麓
業
協
同

組
合
に
移
り
、
通
算
Ⅲ
十
二
年
の
永
き

歳
川
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
定
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
間
、
公
私
に
わ
た
り
ご
支
援
と
ご
指

導
を
賜
り
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
偏
に
皆
様
の
ご
温
情
の
賜

と
存
じ
厚
く
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
、
Ⅱ
水
の
農
業
は
節
Ⅱ
を
迎
え
て

お
り
、
牛
肉
の
自
由
化
を
筆
頭
に
農
畜

産
物
の
関
税
化
、
規
制
緩
和
に
加
え
、

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
タ
ー
ト
と

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
発
足
、
そ
し
て
食
管
法
が
五

十
二
年
の
幕
を
閉
じ
、
新
食
糧
法
が
発

足
、
ま
た
農
水
省
は
新
農
政
を
策
定
し
、

参
事
退
任
に
あ
た

っ
て

農
業
セ
ク
タ
ー
を
変
革
に
対
施
す
べ
く

農
協
合
併
、
系
統
二
段
階
の
兄
直
し
を

始
め
様
々
な
対
策
が
検
討
さ
れ
、
実
行

に
着
手
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
幾
多
の
苦
難
な
時
代
を

経
て
先
人
が
築
か
れ
た
農
業
・
農
協
の

基
礎
が
、
さ
ら
な
る
時
代
の
要
求
に
応

え
る
た
め
に
変
轆
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
農
業
・
農
協
を
取
り
ま
く

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
組
什
員
と
役

職
員
の
皆
さ
ん
が
内
外
の
情
報
を
共
通

の
認
識
と
し
て
、
意
志
を
結
集
し
取
り

組
む
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
と
巷

え
ま
す
。
ま
た
難
局
克
服
に
果
た
し
た

協
同
の
力
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
時
代

は
如
何
に
変
っ
て
も
協
同
の
理
念
は
続

く
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

今
日
ま
で
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
数
々
の
ご
厚
情
を
大
切
に
し
、
今

後
と
も
変
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
交
誼
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
ハ
ロ
貝
智
様
の
柱
々
の
ご
繁
栄
・
ご
健

勝
と
、
中
標
派
町
農
業
協
同
組
合
の
限

り
な
い
発
展
を
ご
祈
念
申
し
ｔ
げ
ま
し

て
、
退
職
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

仔屑札

佐
野

静
一

国
税
庁
で
は
、
次
代
を
担
う
高
校
生

の
侍
さ
ん
に
、
さ
ら
に
税
に
つ
い
て
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
税
に
つ
い
て
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
や
、
自
分
自
身
の
経
験
・
体

験
。
考
え
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

を
毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
の
応
募
数
は
、
全
道
で

二
千
五
百
Ⅲ
十
・
編
、
全
国
で
は
十
二

万
上
下
爪
ｎ
ｋ
一
》
編
を
数
え
て
お
り
ま

す
。応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

高
校
生
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
優
秀
作
砧
に
は
、
賞
状
と

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
税
務
箸
で
は
、
税
に
関
す
る

ビ
デ
オ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

最
寄
り
の
税
務
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
文
の
応
募
要
領

、
応
募
資
格

織
知
露
難
い

税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文
募
集

毎弐

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

①
テ
ー
マ

次
の
例
の
と
お
り
、
税
に
関
す
る
こ

と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

ｏ
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
恵
児

ｏ
税
に
つ
い
て
学
課
し
た
こ
と
に
つ
い

て
の
意
兄
や
懸
想

ｏ
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
兄
学
し

た
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
体
験
や
印
象

ｏ
税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験
談
や
ま

わ
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
ｎ
分
が
考

え
た
こ
と
。

ｏ
応
募
点
数
と
字
数

・
人
一
編
。
三
千
字
以
内
。

な
お
、
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
学

校
譜
、
学
年
、
学
校
の
所
在
地
を
記
戦

し
て
く
だ
さ
い
。

①
応
募
の
締
切
り

平
成
八
年
九
Ⅱ
几
日
側
ま
で
最
寄
り

の
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
表
彰

優
秀
作
文
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

グ万



食
中
毒
慰
者
全
体
の
約
八
割
を
占
め

る
の
が
、
細
菌
性
の
も
の
で
す
。
お
も

な
食
中
毒
菌
と
原
間
食
品
は
表
の
通
り

で
、
弁
噌
や
魚
介
類
な
ど
が
も
っ
と
も

多
く
、
つ
い
で
菓
十
獺
、
お
に
ぎ
り
な

ど
の
穀
物
類
や
卵
・
肉
緬
な
ど
と
続
き

ま
す
。

細
菌
性
食
中
毒
は
、
食
べ
物
の
小
で

増
え
た
細
菌
や
細
菌
が
出
し
た
毒
素
を

食
品
と
と
も
に
食
べ
る
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。
い
た
ん
だ
物
を
食
べ
る
と
食
中

壷
に
な
る
と
忠
わ
れ
ざ
ち
で
す
が
、
食

中
毒
菌
が
増
え
て
も
通
常
、
食
品
の
味

や
香
り
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
見
た
目
で

判
断
で
き
な
い
の
が
食
中
毒
の
特
徴
を

表おもな食中毒菌と原因食品

貫中言菖潜伏期おもな症状おもな原閃倉黒
ff7熱

下痢.i夏嘉・嘔吐

発熱（38～40度）

卵加工品・肉類

惣菜類･魚肉ねり劇界
サルモネラ 12～18時盾

上腹部犀・下痢

発熱（37～38度］

海産魚介類

野菜の霊漬け
腸炎ビプリオ 8～１２時億

吐き気・嘔吐 おにぎり．寿司弁当類

租洋菓子・乳肉食品
黄色ブドウ球菌１～５時盾

下痢・膜凝

2~ｉ０Ｂｌ璽綴町欝カンピロバクダー 乳肉食品(とくに鶏肉） 北根室地区農業改良普及センター

め
で
す
。

食
巾
講
の
発
生
が
六
～
十
月
に
か
け

て
多
い
埋
川
は
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
．

①
暖
か
く
湿
っ
た
気
候
が
細
蔚
の
成
育

に
適
し
て
い
る

②
ハ
エ
な
ど
細
菌
を
運
ぶ
昆
虫
類
が
増

え
て
、
食
仙
を
汚
染
し
や
す
い

③
夏
バ
テ
で
抵
抗
力
が
落
ち
、
水
分
や

冷
た
い
物
の
と
り
過
ぎ
で
胃
酸
が
薄

め
ら
れ
、
細
菌
が
腸
に
達
し
や
す
く

（
熱
プ
ロ

食
巾
中
毒
に
か
か
る
と
、
下
痢
、
発
熱
、

嘔
吐
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま

す
が
、
濡
伏
期
間
や
症
状
の
強
さ
は
、

体
に
入
っ
た
蘭
の
量
や
そ
の
人
の
体
力

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ｆ
供
は
大
人

に
比
べ
て
抵
抗
力
が
弱
い
の
で
、
少
な

い
繭
で
発
症
し
た
り
、
症
状
が
強
く
出

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
竪

食
１
毒
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
二
点
で
す
。

①
清
潔

食
品
や
食
器
、
調
期
器
具
、
下
糒
な

ど
を
清
潔
に
保
ち
、
特
に
ま
な
板
は
扱

う
食
品
ご
と
に
よ
く
洗
い
、
Ｔ
な
ど
に

傷
の
あ
る
と
き
は
調
川
を
避
け
る
。

②
殺
菌

Ⅲ~宮、

な
る
べ
く
加
熱
調
理
し
て
か
ら
食
べ
、

卜
分
な
加
熱
工
程
の
な
い
鶏
卵
卯
ｒ
品

や
魚
介
類
に
は
注
意
す
る
。

③
増
殖
防
止
ｌ
低
温
・
迅
速

加
熱
調
理
し
た
も
の
で
も
な
る
べ
く

暗
く
食
べ
、
保
存
し
た
い
と
き
は
、
冷

蔵
庫
へ
必
ず
入
れ
る
（
し
か
し
過
信
は

禁
物
ノ
）
。

こ
れ
か
ら
は
外
で
お
弁
判
を
食
べ
る

機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
ご
飯
や
お

か
ず
は
冷
め
る
ま
で
待
っ
て
通
気
性
の

良
い
雰
器
に
入
れ
、
手
を
洗
う
か
お
し

ぼ
り
を
持
参
し
て
、
手
を
よ
く
拭
い
て

か
ら
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
中
毒
闇
の
大
部
分
は
病
原
性
が
弱

い
の
で
、
清
潔
、
殺
闘
、
増
殖
防
止
の

衛
化
管
理
で
そ
の
多
く
は
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

Ｚプ

食[;!】言菖 潜伏期 おもな症状 おもな原因食

ｻルモネラ 12～18時間
下痢.i肇i司・嘔吐

発熱（38~40度）

卵110工吊・肉類

惣菜類･魚肉ねり製品

腸炎ピプリオ 8～ｲ2時閏
上腹部犀・下痢

発熱（37～38度）

海i三魚介類

野菜の浅漬け

黄色プIミウ球菌 4～５時間
吐き気・嘔吐

下痢,霞痛

おにぎり,寿司弁当類

和洋菓子，乳肉食

カンﾋﾟロバクター 2～10曰
下痢・護痛・腫吐

発熱（37～40度）
乳肉食品(とくに鶏肉）



響寵

鱸
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珂
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ｍｌｍ醜腿 I早乙

【
曰
１》

塵翻

:「蕊露

,皀鐸
,⑧ 

境整備について学ぶ女'蟻''i｣嬬柵修附］
曰22曰に、女性部曰帰り研修旅行を実施しまし

言二も環境整備についての視察をしだいとの希

暑く、当幌の安田牧場と標茶H､虹別の小泉牧場

件の祷察を計画いだしましだ。当曰、参加壱は

で、小雨が降り少し寒い曰ではありましだが、

に農協を出発。

田牧場、小泉｣汲場とも皀らか住みやすく、）lljl地

環境を心がけており、参加の皆さんﾉも真剣に話

闘いていましだ。

察後、薑老牛濡実でゆっくりと褐ごしました、

侭田国

《イナップル早く大きくなあれ
I11i(科さん宅でパイナップル実る

新生地区の保科隆さん宅のバイナッブノしか実

を付け、大きくなるのを家族皆Ａ１獄で見守って
います。

このバー｢ナツプルは、昨年の５月に孫の誕生

曰にと竹子さんが店から買って来左もので、実

を食べた後、頭の部分をビニールハウスに植え
ておいだところ、１０曰眉

應主、

ておいだところ、１０月頃

に根がつき葉が伸びて采

だといい、冬に向かうだ

め鉢に程し家の中で観察ｃ

会年の１月頃には芯が赤

くふくらみ、パイナップ

ルの実の形になって来た

といいます。

会では、周囲25センチ

程に成長しハ｢どれくらい

まで大きくなるのか」と

家族みんなで楽しみにし

ているそうです。
鍵

大きくなったら家族みんなで食べたいと楽しみにしてい蔑寸 見訴に実ったバイナソプル

グ訳



じゃIがいもまつりを通して異業種交流
じゃがいも伯爵まつり＆ふれあい広場実行委員会

じゃがいも|白露まつり＆ふれあい広場の、平成８年度第１

口の実行委員会が５月23曰、ホテノI秀自で開かれ、ＪＡ青年

部、町商工会青年部、町観光協会の他、会年から同伯爵よつ

りを通して異業種誕流を行なう、羅臼漁協青年部も協力団体

として参加しましだ。

実行委三会ではi謁佳を９月Ｓ□に決定し、会年の実行委員

会体制が確認されたほか、昨年の反省点から、委員減少の中 今年は商工会青年部の池臼部長が
実行委員良です

ての対応策やいも掘りB舌

冑の延長などか協議され

ましだ。

実行委罠会後はお互い

の顔合わせをかね左交流

会が行なわれ、－人ずつ

の自己紹介、｜白爵まつり

成功に向けての取り組み

など異業種交流かイニなわ

れましだ。

戸筑

今年も
元気に
朝市始まる Fご弓ｈ

中標津町野菜生産組.合

露1回目から大盛況の報市でした

会年で11年自を迎える中標津麺野菜生産組合（房lll秀子組合長）の

朝市か５月24Ｂから、Ａコープ中標津店前駐車場で始まりましだ。

この曰は会年度第１回皀の開催にあだり、房１１１組台長から「＝年も

新鮮な野菜作りにがんばって行きます」との開催あいさつのほか、新

出町長も輯旱ぐ駆けつけ、お祝いの＝葉が述べられました。

会場には約100人の団民が訪れ､組合のお田さんだちr淘續込めて言

てだ野菜を買い求めていましだ。合焦度の朝市は、毎局金暹曰午前ｓ

時30分から開かれ、１０月４日まで20回の開催が予定されています。 新出町長も早起きしてあいさ＝

ブタ



農協｡B,,蕊ijliiiillli
蟻 中標津''1J農協ＯＢ会（藤井弘美代表）がこのほど発足

ざｵL、ｄＨ２５ｎに、弟７．屈'１１丁の子宝IMM泉ホテルで第１１m］
ＯＢ会発足会が開かれました。

この会は、ｉｌｉ標津{IIT農協の運営にあた')、勇退した歴

代理事、参事が集い発瞳したもので、今回は１４人が出席
しました。会では、久しぶりのT'7会に、杵を振り返って

の思いlLI,や苦労話しに花が咲いていたようです．

第３、理事会

熟年会通常総会

農協酷対通常総会

馬鈴しょ耕作者全体会議

第４回理事会

長期共済一斉推進打合せ

青年部役員会

ﾄﾞⅡ牛振興会総会

第５回理事会

ヘルパー利用組合役員会

８１１ 

１０１１ 

１４｢］ 

１６日

]８Ll 

20H 

21H 

23日

24日

２１， 

ボー、

編集後記

さわやかな新緑の季節をやっと迎

えましたが、組合員皆様におかれま

しては、５月の低温、中旬には２回

もの積雪など、農作業が大Iljに遅れ

苦労や心配の多い春のスタートとな

った様ですが、これからの天気の回

復、好天を期待したいものです。

農協も総会が終わり、新しい役員

執行体制が決定｡機構が－部変わり、

職員人事異動が行なわれました。当

編集脅も、今回の６月；を最後に変

わる事となりました。編集を担勘Liし

て約６年間、組合員智様のお毛にお

邪魔したり、地域の会合､イベント、

|静岡楚供、投稿など皆様の多大なご

理解とご協力をいただきました事に、

深くお礼申し上げます。

次号からは新しい編集者が担旦hiと

なりますが、前従者同様宜しくおＭｎ

いいたします⑤

中標津警察署からのお知らせ
(連絡は中標津警察署ｒ２－０１１０）

〔密入国防止にご協力を〕

就労をロ的とした中国人などによる集団密航事件が頻

発しています。７年中に警察が検挙した集団密航事件の

件数･人員は１０件198人で依然として高い水準にあります。

本年３月４１｣には、釧路西港に密同したイラン人が釧

路駅で発見逮捕されています。港付近で兄かけない不審

な船、市ilj及び外国人を見かけた時は、警察に連絡して

下さい。密人同防止に皆様のご協力をお願いします。

〔不法就労防止にご協力を～来日外国人の適正雇用のた
めに～〕

最近、不法就労外同人の増加か続いていますが、その

背景には、不法就労をあっせるするブローカーや不法に

滞在している外国人を雇用する事業主の存在があります。

これらブローカーや事業主の中には、いわゆるピンハ

ネをして不当な利益を得ている者や、過酷な労働条件の

1fで強制的に働かせている者も多く、外同人労働者の保

護の観点からもlH1題になっています。このため、警察で

は、このようなブローカーや悪質な事業主の取締りを強
化しています。

編、
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